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事前確認（⼊⼒データとゴールの明確化）

変換対象セルが「⽇付として認識されている値」か「⽂字列」かを判定した
- 補⾜：セルを選択し、数式バーの表⽰∕表⽰形式∕右寄せ左寄せ等から判断する

出⼒が「表⽰だけ」なのか「⽂字列として固定（値として保持）」なのかを決めた
- 補⾜：システム連携‧CSV出⼒では「⽂字列として固定」が必要になることが多い

⽋損‧異常値（空⽩∕無効⽇付∕時刻混在）があるかを確認した
- 基準‧補⾜：エラー原因の⼤半がデータのノイズにあるため、先に洗い出す

確認事項チェック



TEXT関数で⽇付→yyyyMMdd（基本）

⽇付が⼊っているセル参照で TEXT 関数を設定した
- 補⾜：例：=TEXT(A1,"yyyymmdd")（ダブルクォーテーションも含めすべて半⾓で⼊⼒する）

出⼒が「8桁（ゼロ埋め）で固定」になっていることを確認した
- 補⾜：⽉⽇が1桁でも 20231005 のように必ず8桁になる

変換結果が数値ではなく「⽂字列」になっている前提で、後続処理（結合‧⽐較‧並べ替え）に影響
がないか確認した
- 基準‧補⾜：TEXT関数の戻り値はテキスト（左寄せ）なので、数値計算が必要な⼯程がある場合は
別列で管理する

確認事項チェック



⽇付として認識されないデータの補正（⽇付化→TEXT）

⼊⼒が⽂字列⽇付の場合、まず⽇付として組み⽴て直す⽅針を選んだ
- 補⾜：「年‧⽉‧⽇」が分解できるなら DATE 関数で⽇付化する

DATE関数で⽇付を再構築してから TEXT で⽂字列化した
- 補⾜：例：=TEXT(DATE(2023,10,5),"yyyymmdd")

取り込みデータ（例：2023/10/05）で⽇付化が不安定な場合、区切り⽂字や並び（年⽉⽇順）を確認
した
- 補⾜：データ元の形式とPCの地域設定次第で解釈が変わることがある

確認事項チェック



年‧⽉‧⽇を抽出して結合（代替⼿段）

YEAR/MONTH/DAY で年‧⽉‧⽇を抽出できる状態になっていることを確認した
- 補⾜：抽出できない場合、元データが⽇付ではなく⽂字列の可能性が⾼い

抽出値を TEXT で桁揃えして結合した
- 例：=TEXT(YEAR(A1),"0000")&TEXT(MONTH(A1),"00")&TEXT(DAY(A1),"00")

結合結果が期待する「yyyyMMdd」になっていることを⽬視確認した（複数サンプル）
- 補⾜：⽉⽇が1桁のサンプル（例：1⽉、5⽇）で確認する

確認事項チェック



関数を使わない表⽰形式変更（表⽰のみ∕値は⽇付のまま）

「表⽰形式の変更は“⾒た⽬だけ”で、値は⽇付のまま残る」ことを理解したうえで実施する
- 補⾜：システム連携⽤の“⽂字列”が必要なら、この⽅法だけでは不⼗分なことがある

セルの表⽰形式を「ユーザー定義」で yyyymmdd に設定した
- 操作：対象セルを選択 → セルの書式設定 → 数値タブの分類 → ユーザー定義

表⽰形式変更後、並べ替え‧フィルター‧抽出の挙動が想定通りか確認した
- 補⾜：値が⽇付のままなので、⽇付としての並べ替えになる

確認事項チェック



⽂字列として固定（値貼り付け∕出⼒⽤に確定）

関数の結果を「値」として貼り付けて固定する必要があるか判断した
- 補⾜：他システムに渡す∕ファイル共有で式を残したくない場合に有効

変換結果列をコピーし、「値のみ貼り付け」で確定した
- 補⾜：貼り付け後に数式が残っていないことを確認する

固定後、先頭ゼロ落ちが発⽣しない形で保存‧出⼒できるか確認した
- 基準‧補⾜：8桁⽂字列なら先頭ゼロは通常問題になりにくいが、外部取り込み側の仕様も確認する

確認事項チェック



変換できない∕想定と違うときの切り分け

対象セルが「⽂字列」になっていないかを確認し、必要なら⽇付化の⼿順へ切り替えた
- 補⾜：TEXT関数は⼊⼒が⽇付として認識されていないと意図通りにならないことがある

セルの表⽰形式が原因で“⼊⼒が⽇付に⾒えるだけ”になっていないか確認した
- 補⾜：⾒た⽬だけ⽇付で、実体が⽂字列のケースがある

無効⽇付（例：存在しない⽇付）や空⽩が混在していないか確認した
- 補⾜：⼀部だけ失敗する場合は、⼊⼒値の品質問題の可能性が⾼い

地域設定‧⽇付解釈（YYYY/MM/DD か MM/DD/YYYY か等）の影響を疑い、再現条件を記録した
- 補⾜：取り込み元と環境差（Windows/Mac、Excelの版、地域設定）で解釈が変わることがある

確認事項チェック



版‧環境差の注意（Web版∕Mac版含む）

使⽤環境（Windows/Mac/Web、Excelの版）を記録した
- 補⾜：設定画⾯の場所や⼀部機能の制約が異なることがある

「セルの書式設定」の操作⼿順が環境差で変わる点を踏まえて⼿順を選んだ
- 補⾜：Windowsは Ctrl + 1 、MacはCommand + 1 も書式設定を開くショートカットキーであること
を理解した

確認事項チェック



表⽰形式変更は⾒た⽬だけであり、⽂字列として固定したい場合には、
TEXT 関数でテキストに変換する

注意事項チェック

変換が失敗する場合は、関数より先に「⼊⼒が⽇付として認識されているか」データの型を疑う

⼀部⾏だけ失敗する症状は、空⽩‧無効⽇付‧⽂字列混在などデータ品質の問題であることが多い

取り込みデータは地域設定の影響を受けるため、解釈ルール（年⽉⽇順）を明⽰して運⽤する

※2025年12⽉時点の情報をもとに作成しています

チェック漏れ防⽌のための注意事項


